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= ご 案 内 = 

新型コロナウイルスの感染防止のため、５月２５日（月）に計画しておりました少年補導委員会総

会は中止といたします。理事会は実施し、その決定内容は郵送にて皆様に御連絡申し上げます。 

「させていただく心」で井戸掘り・・・ 

井戸完成記念写真（右一人目宮下氏） 

（次ページへつづく） 



 
 
  

新職員の栁澤です。よろしくお願いします。 
さて、４月１５日の午後事務局で市内巡回しました。 
アリオでは、スーパー部門は混むけれどその他ではお客が三割位減とか。ゲームセンターも営業中

でしたが、お客さんは２～３組で高齢者と小学生の親子連れのみでした。TOHOシネマズ上田も営
業中でしたが、ほとんど人はいませんでした。その後映画館も休館となったそうです。 

公園下のバスケットボール練習場には、男子高校生１０名程がバスケットゴールで遊んでいまし
た。体力が有り余っているのでしょう。とても楽しそうでした。上田公園には、お花見の人たちが何人か
歩いていました。高齢者とお孫さん、幼児と親子連れが何組か見られました。来年は、みんなでお花
見が十分楽しめることを祈って今回の巡回を終えました。 
 

井戸を掘る宮下氏 

上田千曲 100 周年の刻印 

新職員紹介 



「なぜ勉強するのか どう仕事するのか」 
 

さて、今日は、『なぜ勉強するのか』『仕事とは何か』というお話です。私も現役のころ、生徒諸君
に何度となくお話しさせてもらいました。 

昔、スカンジナビア航空が経営破綻に陥るところをＶ字回復させた、若き経営者ヤン・カールソン
が好んで使った寓話で、事あるたびに社員に話していたそうです。今にもつぶれそうな航空会社が、
職員の意識回復で蘇ったという実話です。 

ある日、一人の旅行者が道端で石を削っている一人の石工に声をかけました。 
「あなたは、いったい何をしているんですか？」 
するとその石工は、迷惑そうな顔をしながら腹立たしげにこう言いました。 
「見て分からないのか。このいまいましい石を削っているんだ！邪魔だから、とっとと向こうに行っ
てくれ。」 

旅行者は慌ててその場を離れ、しばらく歩いていると、別の石工が同じように石を削っています。
その旅行者は、懲りずに先ほどと同じ質問をしてみた。するとその石工は、晴れやかな顔をして誇ら
しげにこう答えました。 
「よくぞ聞いてくれました。私は今、あの山の上の大聖堂(神の家)の基礎を作っているんですよ！」 

前者は嫌々仕事をやっているのに対して、後者は目的がはっきりしていて、使命感や責任感を感じ
ます。石材のできあがりも全く違うことでしょう。当然、日々の仕事を通じてやりがいや達成感を得
るに違いありません。 

我々はこんな目的を持った子どもたちを育てたいと思うの
です。子どもたちの目標のある生活と懸命な努力を期待するも
のです。子どもたちの後押しをみんなでしたいと思います。 

（事務局） 

  

 

コロナウイルス早く終息して!

４月上旬、ついに上田保健所管内から一名の
コロナウイルス感染者の方が出ました。東京を
はじめとする首都圏では、誰もがいつコロナウ
イルスに感染しても不思議ではない状況となっ
ており、⾧野県にも緊急事態宣言が発出された
ところです。 

この間、上田市の行事はすべて中止、もしくは
順延となっています。「当面の間」とはなってい
ますが、コロナとの戦いは⾧丁場が予想されて
いるところであります。 

こういう時こそ、地域の力を発揮することが
大切です。一人暮らしのお宅への声がけ、ストレ
スを抱えた子どもたちへの声がけをお願いしま
す。補導の活動は停止ですが、「助け合いの心」
を大切に、みんなでこの難局を乗り越えていき
ましょう。 

今こそ助け合いが大事 

感想意見:中央Ａ地区               B さん

夕暮れの６時ごろ、自転車に乗りイヤホンをして
いる高校生と、中学３年の女子２人が話をしていま
した。制服姿、「早く帰りなさい。」と声がけすると、
素直に聞くと思ったら「なんで? 帰るわ!! 
だれ??」と女子二人。 

ベテランの補導員が、ゆっくりと説明して何とか
納得、帰宅しました。多感な子供たち、きちんと声
がけをすることが大事だと思いました。 
 

感想意見:⾧瀬地区              A さん  

新型コロナウイルス感染症拡大に備える中で少年
補導委員３名はマスクを着用、５メートル間隔を維
持して離れ、登校してくる児童に「あい
さつ運動」を実施いたしました。ほとん
どの子どもはマスクをして元気に挨拶
してくれました。 

補導現場の声から 



 


